
特集2/アスベスト

加。3度の自主健診、じん肺管理区 

分申請、稲葉さんの認定に至る経 

過など*嘲告された。健康診断を 

続けていくことの重要性を改めて 

斎藤医師が講演した。

退職者が、自ら健康管理してい 

こうという積極的な取り組みは、 

全国でも珍しい。今後とも

動を中心に地道に活動するほか、 

じん肺管理区分決定の問題や、ア 

スベストの危険性を訴える活動 

に取り組む予定である。センター 

も協力して共に歩んで 

いきたい〇 

(神奈川労災職業病tzンター

川本浩之)

労働者遺族が裁判提訴
四国電力•労災制度知らされず時効に

さる93年11月16日、元四国電力 

西条火力発電所労働者の遺族が、 

松山地方裁判所に四国電力を相手 

取り、民事損害賠償請求の訴えを 

起こした。このケースは、全国一 

斉「アスベスト•聰漾がん110番」 

の一環として91年に愛媛労働災害

繼会議が愛酿新居浜市 

にて行った相談のひとつである。 

この件について、せとうち法律事 

務所の草雜順一弁護士、藤田育子 

弁護士らの全面的な協力を得て、 

遺族と四国電力との調停を西条簡 

易裁判所に申し出たが、四国電力 

に全く誠意がみられないため、裁 

判提訴に踏み切ったものである。

このケースは死亡して7年が経 

っており、労災保険による遺族補 

償の給付申請は行われなかった

(労災保険の遠族補償請求の時効 

は5^)。医師や会社などから労災 

補償請求が行えることを知らされ 

なかったり、あるいは「労災とし 

て認められない」などの説明を受 

けており、労災補償の制度を知る 

ことができなかったために不利 

益を被ったケースである。

被災者のAさんは、4俾(昭和 

19年)より死亡までの約40年間に 

わたり発電所の電気修理工とし 

て働いてきたが、84年(昭和59年) 

2月24日、容体が悪｛匕し死亡した 

(当時54歳11か月)。当時、看鵬 

をしていた妻の日記には次のよ 

うに耆かれている。

■妻の日記から

1月18日1週間前から咳がひ 

どく、微熱発汗あり。西条中央病 

院受診、肺炎とのことにて入院。 

1月26日 抗生物質などで治療 

するがよくならず、精密検査のた 

め国立松山病院へ転院す。何年か 

ぶりの寒波雪の日である。

1月30日 熱38度前後、咳、血 

鋤続、検査、気管支纖、CT

胸部の穿刺。病理繃に出すため。 

2月7日愛犬へガリュームシン 

チ検査に行く。がんの転移の場所 

を確かめるため。

2月13日 熱は毎日続く。呼吸が 

苦しくなりはじめ、酸素吸入を取 

り付ける。

2月14日今日から個室に移る。 

絶食。

2月15日 病理纖の結果、肺が 

んと診断され、石綿が原因とかで 

悪性中皮腫、日本では現在10万人 

に1人の割合の悪性のがんで、外国 

では症例が多くあるが、日本では 

まだ数少ない聰業病であると主治 

医から説明あり。治療のため抗が 

ん剤の注射が今日から始まる。主 

治医から身内の人に会わせるよう 

に言われた。不眠、心啪数上がり 

ECGとる。持続点滴の切開術。 

毎日苦しい。酸素吸入しながら呼 

吸困難、苦しさのあまりベッドの 

上で立ち上がる。痛みと呼吸困難 

で苦しさのため髪の毛、眉毛が鬼 

の面のように逆立ち、焦点の定ま 

らない眼を開き、この世の地獄を 

彷徨うような日々である。輸血 

600ccする〇

2月24日朝から今までにない 

苦しみよう。午後5時7分、治療の 

甲斐もなく苦しみながらとうとう 

帰らぬ人となってしまった。今ま 

で苦しかったのが嘘のように逆立 

っていた眉毛、髪の毛が静かに落 

ち着き、何もなかったようにおだ 

やかにきれいな寝顔である。主治 

医の希望で解剖す。今後の研究の 
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ためと病巣を知るためとのこと。

■アスベスト110番を訪れる

91年7月2日、新居浜市新田町の 

新居浜医療生協事務所でアスベス 

M10番が開設された。妻のBさん 

は隣の西条市より直接、事務所を 

訪れた。Bさんにとってこの相談 

の窓口は実に7年間待ち続けたも 

のであったが、それには、夫の死 

亡の際、主治医から間かされた言 

葉が大きな影響を与えていた。

それは、「アスベストによる悪性 

中皮腫であり、外国では症例が多 

いが、日本では数少ない職業病で 

あること」「今はこの職業病は労災 

認定の扱いはできないが、やがて 

日本もこの問題を取り上げるよう 

になるでしょう」との言葉であっ 

た。56歳で夫を亡くし、建てたば 

かりの新築住宅のローンもほとん 

ど残し、娘は進学をあきらめるこ 

とを余儀なくされてしまった。現 

職で死亡したが、葬式には四国電 

力からは規定の花輪1対と葬儀代 

金41万円が支給されただけであっ 

た。上役の人が死亡の原因を尋ね 

たので、アスベストによる悪性中 

皮腫と説明したが、その後会社か 

らの特別な説明はない。

7年が過ぎて、新間にアスベスト 

11〇番の記事を見つける。主治医の 

言っていたアスベスト問題を取り 

上げるときがきているのだと知っ 

た。やっと自分たちの問題が取り 

組まれるのだとわかり、思い切っ 

て事務所を訪れたわけである。だ 

が、5年の時効の問題。さらに、 

アスベストによる健康障害の労 

災認定についてについては、夫の 

死亡当時も「個別事案ごとの判 

断」によって認定されており、88 
年には認定基準まで定められて 

いたことを知り、今まで待ち続け 

た空しさがこみ上げてきた。

愛媛労職対では、「時効の問題 

があるとしても、労災補償の制度 

についてはこの事務所を訪れる 

まで知らなかったし、また、知ら 

されなかったのであるから、民事 

請求の権利はある」と説明、弁護 

士の支援を得ることを約束した。

■アスベストに無関心四国電力

死亡したAさんは電気修理工 

であった。死亡の際は、四国ェン 

ジニアリングに出向の管理職で 

あったが、根っからの発電所労働 

者である。発電所とアスベスト、 

電気修理とアスベストはどう結 

びつくのであろうか。

発電所には、随所にアスベスト 

が使われていた。縦横にめぐらさ 

れた配管には保温のためのアス 

ベストカズ卷かれ、マンホールのパ 

ッキンやボイラー室の壁面、電線 

や絶縁の配線などである。電気修 

理工として、これらの壁面の除去 

作業など、保温エとともに作業も 

行った。そのため親しくなった下 

請保温工に、家の風呂等の修理を 

手伝ってもらったこともあった。 

四国電力については、Aさんの 

死亡原因が悪性中皮腫ないし肺 

がんであり明らかにアスベストに 

よるものであることを知るなら 

ば、死亡当時より安全と健康への 

配］黨を行うことは当然の義務とし 

てあったのであり、結果として不 

幸にも被災死亡した場合は、企業 

としての责任をとるのは極めて当 

然のことであった。しかし、弁護 

士を介しての話し合いの申し入れ 

に対し、会社側は「病理解剖記録 

では悪性中皮腫でなく、肺がんで 

あるから認められない」と答えた。 

アスベストによる健康被害の問題 

を理解しているとは全く思えない 

ものである。

■裁判への御協力を

この裁判では、_償の制度を 

知ることができなかったため;^ 

間経たこと、_電所の本工労働 

者としてのアスベスト被災である 

こと、の2点が注目される。

妻のBさんは「夫の死体解剖が 

世の中の役にたってくれればjと 

思い、解剖に同意した。いまこの 

裁判は、残された遺®の苦しみを 

訴えるとともに、「アスベストで同 

じように苦しんでいる人のために 

なれば」と家族みんなで相談し、 

決意した。今後、裁判の過程では 

幾多の支援が必要である。とくに 

医学上の専門知識や安全衛生に関 

する情報は重要である。

ぜひこの裁判への

をお願いいたします。

(愛媛労働災害職業病対策会議

事務局長白石昭夫)
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四国電カアスベスト

裁判醐抜粋)

請求の趣旨

—被告は、原告B (被災労働者の 

妻)に対し金32.220.436円、原告 

C、D及びE(被災労他者の子) 

に対し各金10.740.145円並びに 

右各金員に対する訴状送達の日 

の翌日から支払い済みまで年5 
分の割合による金員を支払え。 

二 訴訟费用は被告(四国電力株 

式会社)の負担とする。

との判決並びに仮執行の宣言を 

求める。

讓求の原因 

一当事者(略)

二被告会社における紛じん 

及び石綿紛じん暴露の実態

1被告会社は、日本発送電株式 

会社時代の昭和16、7年頃から終 

戦ころまでの間に、西条市に火 

力発電所3基を設置して発電事 

業を開始し、被告会社もそれを 

引き継いで、今日まで発電事業 

を行ってきた。

2ところで、右発電所内の各発 

電装置のボイラー(気雄)室の壁 

の内部には右発電所が設置され 

た当初から、石綿がボルトで着 

装されて断熱材として使用され 

ており、ボイラー本体及び附属 

設備の出入口の蓋部分や電線、 

配線等にも石綿が絶縁体として 

巻かれて使用されてきている。 

3西条火力発電所においては、

通産省の指導により、3基の発 

電所の運転時間に応じて、定期 

の点検、清掃作業が行われる。 

右定期検査には、簡易のものと 

精密定期検査の2種類があり、 

前者は約2か月、後者の場合は 

約3か月をかけて作業が行われ 

ることになっている(以下両者 

を併せて「定期検査」という)。 

4右定期検査の際には、発電所 

は全部運転を停止して、被告会 

社の電気保修エがボイラー室 

内及びタービン、発電機に至る 

まで点検し、故障箇所の修理な 

どを行う外、電気遲転員も駆り 

出されて、_検査期間は、清 

掃等の作業に従事することと 

されている。また、下請けの電 

気保温エが、断熱材ないし絶縁 

体として使われる石綿の取り 

替えの作業を同時に行う。

右定期検査時以外にも、電気 

保修エは、故障箇所が発見され 

た場合には、同様の修理作業を 

行うのである。

5定期検査時には、ファンを回 

してポイラーを冷却させた上 

で作業を行うものの、ボイラー 

室内は、灰や煤、とりわけボイ 

ラー内の熱風で断熱材や絶縁 

体として用いられている石綿 

が紛じんとなって飛敗し、これ 

らの紛じんが充満している状 

態であり、更に、修理作業に伴 

い、新たに内部の石綿が紛じん 

となって飛散する。

また、同じ発電所内で、下請

けの電気保温エが石綿のブレ 

ス、切断、取り付t博の作業を 

行うが、右作業により発生する 

石綿の紛じんも飛敗して、辺り 

に充満している。

6定期検羞_等にあたって、 

作#Mらは!皮告会ネ土から作業着 

や防じんマスクを支給される 

が、作業着はとくに防じんのた 

めの工夫を凝らしたものではな 

く、防じんマスクに取り付ける 

防じんフィルターもその性能が 

不十分であるため、細かい紛じ 

んはフィルターを通り抜けて、 

容赦なく鼻腔に入ってくる。し 

かも、熱風の舞う狭い作業所で 

の作業のために、作業員は署さ 

と息苦しさのために、実際には 

防じんマスクを付けたり外した 

りしながら作業をしているのが 

実情である。

このように、作業員らは作業 

着や防じんマスクを着用するも 

のの、その性能が不完全であり、 

また、その着用についての指導 

が撤底していないために、石綿 

を含む紛じんや蒸気などを全身 

に浴びたり、鼻腔からの吸引を 

避けられない状況であった。 

三職業病の発生

1石綿の珪酸化合物で 

あり、これを吸引することによ 

ってじん肺を引き起こすこと、

また、石綿がじん肺の原因物質 

の中でも特に危険なものである 

ことは、早くから指摘されてき 

たところである。
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2 しかるに、近時の研究や報告 

によって、石綿には他の紛じん 

に比べて極めて髙い発がん性が 

あることが明らかになってい 

る。石綿肺による死亡者のうち、 

肺がん•悪性中皮腫によるもの 

が20パーセントにのぼるという 

調査結果もある。また、肺がん 

.悪性中皮腫の発生は石綿じん 

月市の進行程度とは必ずしも対応 

せず、じん肺の進行が末期にな 

っていなくても悪性腫瘍で死亡 

する危険は同様に髙い。石綿の 

発がん性は、石綿が他の発がん 

物質のキヤリアーとして作用す 

ることと共に、石綿線維が、気 

管細胞等の異常増殖を引き起こ 

し、発がんしやすい状態を作り 

出すためと考えられている。

ことに、悪性中皮腫は、石綿 

吸入特有の腫瘍とされている。 

胸膜、腹膜等が好発部位であり、 

必ずびまん性に進行し、症状出 

現後、大多数が2年以内に死亡す 

る。また、悪性中皮腫は、石綿 

肺を引き起こすよりも相当低い 

暴兹里でも発生すること。更に、 

石綿による肺がんは暴露開始よ 

り15から40年、中皮腫は20から 

50年もの長い潜伏期間をもつこ 

とも明らかになってきている。

3右のような研究や調査、臨床 

報告などを受けて、労災補償の 

場面においては、近時、石綿を 

扱う作業に従事する労働者が肺 

がんや悪性中皮腫に罹病した場 

合には、これを職業病として認

定し、労災の適用を認める扱い 

がなされるようになってきて 

いるのである。

四Aの作業内容と罹病

1(-)Aは、昭和1眸4月旧被告 

の前身である日本発送電株式 

会社に雇用され、昭和26年5月 

旧には被告新居浜支店.西条 

営業所管内の西条火力発電所 

に電気運転員として配置され 

て、電気運転の作業に従事して 

いたが、昭和辨11月1日から 

は同発電所で、電気保修員の発 

令を受けた。

電気保修員の作業内容は、前 

記のとおり、定期検査時の発電 

所のボイラー、タービン、配線 

等の点検、修理f樣の外、日常 

的な修理点検作業が主なもの 

であったが、電気通転員も、電 

気運転の作業の外に、前記のと 

おり、定期検査時にはその作業 

のために動員され、1年間に2、 

3か月は定期検査の作業に従事 

していた。

(二) Aは、昭和46年3月旧には保 

修班長の辞令を受けたが、部下 

を指揮•指導する外、自らも従 

前同様の電気保修員としての 

作業も行っていた。

(三) その後、昭和47年3月1日から 

同51年2月までは、被告会社の 

関連会社である四国エンジニ 

アリング株式会社に出向扱い 

となり、昭和51年3月旧付けで 

再び被告会社に戻り、被告会社 

で従前と同様の仕事に当たり、

昭和58年3月1Bに役付待遇で右 

四国ェンジェアリング株式会社 

に出向したものの、昭和59年2月 

24日に死亡したため、出向を解 

除され、被告会社に戻った形に 

した上で解湖扱いとなったので 

ぁる。

2 Aの所属や職務名は、前記の 

とおり数回かわっているもの 

の、その職場は入社から死亡に 

より退職するまでの間、一寅し 

て西条火力発電所であり、毎年、 

1年間のうち2、3か月は少なくと 

も前記のような定期検査時の点 

検、修理に従事してきたも 

のである。

3 Aは、昭和59年2月24日被告会 

社を死亡退職した。Aの死因は、 

死亡診断書によると悪性中皮腫 

であるとされているが、その後 

の病理解剖では、主病変は肺が 

ん(大細胞がん)と診断された。

右悪性中皮腫の診断を下した 

のは、生前、Aが入院治療を受け 

ていた国立療養所愛媛病院でA 
の治療に当たっていた主治医の 

F医師であり、Aが悪性中皮腫 

にり患していた可能性も髙いの 

であるが、いずれにしても、右A 
｛幻務していた被告会社の西条 

火力発電所の作業環境が劣悪で 

あり、長年にわたり紛じん、とり 

わけ極めて発がん性の髙い石綿 

の紛じんに晒されてきた結果、 

悪性中皮腫ないし肺がんにかか 

り死亡したものである。 

(以下略) ㉚
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特集2/アスベスト

四国電カアスベスト

裁判醐抜粋)

請求の趣旨

—被告は、原告B (被災労働者の 

妻)に対し金32.220.436円、原告 

C、D及びE(被災労他者の子) 

に対し各金10.740.145円並びに 

右各金員に対する訴状送達の日 

の翌日から支払い済みまで年5 
分の割合による金員を支払え。 

二 訴訟费用は被告(四国電力株 

式会社)の負担とする。

との判決並びに仮執行の宣言を 

求める。

讓求の原因 

一当事者(略)

二被告会社における紛じん 

及び石綿紛じん暴露の実態

1被告会社は、日本発送電株式 

会社時代の昭和16、7年頃から終 

戦ころまでの間に、西条市に火 

力発電所3基を設置して発電事 

業を開始し、被告会社もそれを 

引き継いで、今日まで発電事業 

を行ってきた。

2ところで、右発電所内の各発 

電装置のボイラー(気雄)室の壁 

の内部には右発電所が設置され 

た当初から、石綿がボルトで着 

装されて断熱材として使用され 

ており、ボイラー本体及び附属 

設備の出入口の蓋部分や電線、 

配線等にも石綿が絶縁体として 

巻かれて使用されてきている。 

3西条火力発電所においては、

通産省の指導により、3基の発 

電所の運転時間に応じて、定期 

の点検、清掃作業が行われる。 

右定期検査には、簡易のものと 

精密定期検査の2種類があり、 

前者は約2か月、後者の場合は 

約3か月をかけて作業が行われ 

ることになっている(以下両者 

を併せて「定期検査」という)。 

4右定期検査の際には、発電所 

は全部運転を停止して、被告会 

社の電気保修エがボイラー室 

内及びタービン、発電機に至る 

まで点検し、故障箇所の修理な 

どを行う外、電気遲転員も駆り 

出されて、_検査期間は、清 

掃等の作業に従事することと 

されている。また、下請けの電 

気保温エが、断熱材ないし絶縁 

体として使われる石綿の取り 

替えの作業を同時に行う。

右定期検査時以外にも、電気 

保修エは、故障箇所が発見され 

た場合には、同様の修理作業を 

行うのである。

5定期検査時には、ファンを回 

してポイラーを冷却させた上 

で作業を行うものの、ボイラー 

室内は、灰や煤、とりわけボイ 

ラー内の熱風で断熱材や絶縁 

体として用いられている石綿 

が紛じんとなって飛敗し、これ 

らの紛じんが充満している状 

態であり、更に、修理作業に伴 

い、新たに内部の石綿が紛じん 

となって飛散する。

また、同じ発電所内で、下請

けの電気保温エが石綿のブレ 

ス、切断、取り付t博の作業を 

行うが、右作業により発生する 

石綿の紛じんも飛敗して、辺り 

に充満している。

6定期検羞_等にあたって、 

作#Mらは!皮告会ネ土から作業着 

や防じんマスクを支給される 

が、作業着はとくに防じんのた 

めの工夫を凝らしたものではな 

く、防じんマスクに取り付ける 

防じんフィルターもその性能が 

不十分であるため、細かい紛じ 

んはフィルターを通り抜けて、 

容赦なく鼻腔に入ってくる。し 

かも、熱風の舞う狭い作業所で 

の作業のために、作業員は署さ 

と息苦しさのために、実際には 

防じんマスクを付けたり外した 

りしながら作業をしているのが 

実情である。

このように、作業員らは作業 

着や防じんマスクを着用するも 

のの、その性能が不完全であり、 

また、その着用についての指導 

が撤底していないために、石綿 

を含む紛じんや蒸気などを全身 

に浴びたり、鼻腔からの吸引を 

避けられない状況であった。 

三職業病の発生

1石綿の珪酸化合物で 

あり、これを吸引することによ 

ってじん肺を引き起こすこと、

また、石綿がじん肺の原因物質 

の中でも特に危険なものである 

ことは、早くから指摘されてき 

たところである。
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2 しかるに、近時の研究や報告 

によって、石綿には他の紛じん 

に比べて極めて髙い発がん性が 

あることが明らかになってい 

る。石綿肺による死亡者のうち、 

肺がん•悪性中皮腫によるもの 

が20パーセントにのぼるという 

調査結果もある。また、肺がん 

.悪性中皮腫の発生は石綿じん 

月市の進行程度とは必ずしも対応 

せず、じん肺の進行が末期にな 

っていなくても悪性腫瘍で死亡 

する危険は同様に髙い。石綿の 

発がん性は、石綿が他の発がん 

物質のキヤリアーとして作用す 

ることと共に、石綿線維が、気 

管細胞等の異常増殖を引き起こ 

し、発がんしやすい状態を作り 

出すためと考えられている。

ことに、悪性中皮腫は、石綿 

吸入特有の腫瘍とされている。 

胸膜、腹膜等が好発部位であり、 

必ずびまん性に進行し、症状出 

現後、大多数が2年以内に死亡す 

る。また、悪性中皮腫は、石綿 

肺を引き起こすよりも相当低い 

暴兹里でも発生すること。更に、 

石綿による肺がんは暴露開始よ 

り15から40年、中皮腫は20から 

50年もの長い潜伏期間をもつこ 

とも明らかになってきている。

3右のような研究や調査、臨床 

報告などを受けて、労災補償の 

場面においては、近時、石綿を 

扱う作業に従事する労働者が肺 

がんや悪性中皮腫に罹病した場 

合には、これを職業病として認

定し、労災の適用を認める扱い 

がなされるようになってきて 

いるのである。

四Aの作業内容と罹病

1(-)Aは、昭和1眸4月旧被告 

の前身である日本発送電株式 

会社に雇用され、昭和26年5月 

旧には被告新居浜支店.西条 

営業所管内の西条火力発電所 

に電気運転員として配置され 

て、電気運転の作業に従事して 

いたが、昭和辨11月1日から 

は同発電所で、電気保修員の発 

令を受けた。

電気保修員の作業内容は、前 

記のとおり、定期検査時の発電 

所のボイラー、タービン、配線 

等の点検、修理f樣の外、日常 

的な修理点検作業が主なもの 

であったが、電気通転員も、電 

気運転の作業の外に、前記のと 

おり、定期検査時にはその作業 

のために動員され、1年間に2、 

3か月は定期検査の作業に従事 

していた。

(二) Aは、昭和46年3月旧には保 

修班長の辞令を受けたが、部下 

を指揮•指導する外、自らも従 

前同様の電気保修員としての 

作業も行っていた。

(三) その後、昭和47年3月1日から 

同51年2月までは、被告会社の 

関連会社である四国エンジニ 

アリング株式会社に出向扱い 

となり、昭和51年3月旧付けで 

再び被告会社に戻り、被告会社 

で従前と同様の仕事に当たり、

昭和58年3月1Bに役付待遇で右 

四国ェンジェアリング株式会社 

に出向したものの、昭和59年2月 

24日に死亡したため、出向を解 

除され、被告会社に戻った形に 

した上で解湖扱いとなったので 

ぁる。

2 Aの所属や職務名は、前記の 

とおり数回かわっているもの 

の、その職場は入社から死亡に 

より退職するまでの間、一寅し 

て西条火力発電所であり、毎年、 

1年間のうち2、3か月は少なくと 

も前記のような定期検査時の点 

検、修理に従事してきたも 

のである。

3 Aは、昭和59年2月24日被告会 

社を死亡退職した。Aの死因は、 

死亡診断書によると悪性中皮腫 

であるとされているが、その後 

の病理解剖では、主病変は肺が 

ん(大細胞がん)と診断された。

右悪性中皮腫の診断を下した 

のは、生前、Aが入院治療を受け 

ていた国立療養所愛媛病院でA 
の治療に当たっていた主治医の 

F医師であり、Aが悪性中皮腫 

にり患していた可能性も髙いの 

であるが、いずれにしても、右A 
｛幻務していた被告会社の西条 

火力発電所の作業環境が劣悪で 

あり、長年にわたり紛じん、とり 

わけ極めて発がん性の髙い石綿 

の紛じんに晒されてきた結果、 

悪性中皮腫ないし肺がんにかか 

り死亡したものである。 

(以下略) ㉚

安全它ンター情報94年3月号39


